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桜島およびその周辺における長基線地電位差観測

Long-span geoelectric potential differences measured in and around Sakurajima Volcano
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1999 年５月より， 桜島および桜島火山の主マグマ溜りが存在すると考えられている，姶良カルデラ直下の概略

の比抵抗構造を推定することを目的として， NTT メタリック専用回線を利用した長基線地電位差観測を実施して

いる。構造の推定には， Sq や潮汐成分を除去したのち， 磁場と電場の周波数毎の比を利用する MT 法を適用した。

これまでに行った解析では， 約百秒～数千秒までの周波数帯で地磁気応答関数が精度よく推定されたものの，さ

らに短周期側では， 人工ノイズによる影響が強く，解析に耐えられないものであった。発表では， 桜島およびそ

の周辺の特徴的な構造について議論したい。

１．はじめに

1999 年 5 月より，桜島の概略的な比抵抗構造および可能であればその時間変化を調べることを目的として，桜

島内で NTT メタリック回線を利用した長基線地電位差観測を実施している。同様の観測は，雲仙(上嶋・他，1994)

や阿蘇(田中・他，１９98)でも実施され，火山およびその周辺の深部比抵抗の情報が得られている。また，1999

年 6 月～8 月には桜島－鹿児島間， 1999 年 11 月～2000 年 1 月にかけては錦江湾周辺でも同様の観測を行い，桜

島火山の主マグマ溜りが存在すると考えられている，姶良カルデラ直下の概略の比抵抗構造を推定することを目指

した。

２．電位差観測の概要

地電位差観測は，二地点に埋設した電極をケーブルで繋いで行うが，本研究では，このケーブルに相当するも

のとして，NTT のメタリック電話回線を利用する（森， 1985； Uyeshima， 1990）。データは， 中心となる電極

付近に設置されたデータ収録装置に毎秒サンプリングで記録される。桜島島内では，自作の鉛－塩化鉛電極を４ヶ

所埋設し，桜島火山観測所を中心とする３回線で測定を行った。桜島－鹿児島間では， NTT 局舎アースおよび海

底ケーブルを利用した２回線，姶良カルデラ周辺では， NTT 局舎アースあるいは NTT 柱付近に埋設した電極を利

用して， ５ヶ所の中心局でそれぞれ１～２回線の合計９回線の測定を行った。

３．解析方法および結果

　構造の推定には， 磁場と電場の周波数毎の比を利用するMT 法を適用した。測定値の時系列データには， 通

常の MT 法で前提とされる平面波近似を満たさない太陽活動に起因する日変化成分（Sq）や潮汐成分が含まれるた

め， これら既知の周波数成分による"ノイズ"を最小二乗フィッテイングにより推定し除去した。補正の行なわれ

た各測定電位差 Vobs に対して，

　　Vobs(f) = Rx・Bx(f) + Ry・By(f)

で表される地磁気の応答関数（Rx, Ry）を各周波数毎にロバスト的に推定した。この際， 参照磁場（Bx，By）

として気象庁地磁気観測所の鹿屋の毎秒値データを用い，また，ローカルなノイズ除去のためのリモートリファレ

ンス処理には柿岡の地磁気毎秒値を使用した。推定された応答関数から，インピーダンスを合成し，見かけ比抵抗

および位相差曲線を算出した。

　現在までのところ，桜島内で取得されたデータの解析が進められている。応答関数は，十秒～一万秒までの

周期で推定されたが，特に百秒未満および数万秒以上は磁場との相関が悪く，使用に耐えられないものであった。

短周期側は, 主として観測所周辺の人工ノイズによるためと思われるが，長周期側は，Sq や海洋潮汐等の影響を

除ききれていないことの他，海流による誘導など今回考慮しなかった成因の影響があるかもしれない。講演では，

その後の構造解析の結果などについても触れたい。
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